
Fig.22. 比 貨oブ ,o鶴けんη dισク0カ″ク陶 GoTHAN

標識 3号材 (分布図 No.5)の B部分の顕微鏡写真

横 断 面 (No.3B)大 型の細胞は外傷樹脂滞

断 面 (No.3-B)



3.切 線 断 in(NO.3-B)

4.放 射 断 面 (NO.3-B)
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Fig.23. 駒 xo♂,o貨γ′ο″ sιr7クοゲα孵%タタ2 GoTHAN

標識 3号材 (分布図 No.5)の C音卜分の顕微鏡写真

1.横 断 面 (No.3C)

2.横 断 面 (No.3C)大型の細胞は外傷樹脂溝
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3.切 線 断 面 (No.3-C)

4.放 射 断 面 (NO。 3C)
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Fig.24.Tαχο♂ゲ0ヮ乃″ sια%0励街ク"GoTHAN
標識 8号材 (分布図 No.15)の 顕微鏡写真

1.横 断 面 (NO.8)

2.横 断 面 (No.8)大型の細胞は外傷樹脂濤
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3.切 線 断 面 (No.8)

4.放 射 断 面 (No.8)
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5.化石植物からみ沌当時の森林風景と
亜炭・埋木 。珪化木の生いたち

化石林の立木が根をおろしている亜炭層,その上下に発達している炭質頁岩中には,大形小形
の化石植物が保存されている。これらのうち,代表的な花粉,化石木夕化石葉・果実・種子につ
いての研究結果を参考までに紹介すると次のようになる (化石植物の産地は化石林分布地の上下

流地域のものが多い。)

a)異 国風の森林

これらの結果を綜合してみると,化石林自生地附近はセコイヤの純林に近い状態であって,そ
の他の地域もセコイャ・マツ・スインョウ (水松ともよばれる北米自生種)な どの針葉樹とハン

ノキ。ブナなどの広葉樹が共生している混こう林であるが,セ コイヤがかなり優勢であったと考

えられる。また,フ ゥ (台湾自生)・ ハンテンボク・ニッサ (北米自生)などの存在からもわか

るように,現在とはかなりちがった異国情緒豊かな森林風景であったと考えられる。

当時の気候は現在の仙台と大差なく,む しろ夏はもっと涼しく,常に霧が森林をおおっている

状態が想像される。カリフォルニア地方のセコイヤの美林では霧に包まれていることが生育に必

要な条件になっていて,昼なお暗い密林の中は常に湿った状態になっている。

5～ 6月 の入梅季の霊屋～青葉山一帯のスギ 。モミなどの森林 (樹令約 300年)は ,低くたち
こめた霧でおおわれることがあるが,こ のような風景を西公園からながめると,セ コイヤの天然

記念物ミユーアウッドの遠景を思いおこさせるものがある。

このような巨木林の中をゾウの親子の群が余命を保ちながら歩きまわっている姿,遠くの火山

連峯ではやがておこる大爆発の前ぶれである火山の噴煙がたなびいている遠景,これが化石林誕

生直前の著者の科学眼でみた風景である (表紙カット参照)。

b)亜 炭の生いたち

火山活動が休止したあとには,森林の立木・倒木が厚い火山灰や軽石泥流などの下に埋まり,

倒木や枝葉の厚い層は炭化の進行につれて亜炭になり,巨大な倒木や立木の部分は炭化不十分で

木目がよくわかる埋木に,ま た地下水中の珪酸成分が滲透して石化したものは灰白色の生化木と

なって残っている。化石林のなかには,一部が埋木に,一部が珪化木になっているものもある。

C)花    粉

霊屋～向山周辺に分布している】ヒ山層の亜炭層 (10～ 30cm)の花粉分析5),2)は第 1表の通り

でセコイヤが優勢な要素になっている。

d)化 石葉・果実など

霊屋橋周辺の亜炭層の上盤・下盤から,化石葉・果実・種子が採販されるが,その多くはセコ

イヤ枝葉や毬果で,筆者6),7)は 次のような植物を鑑定することができた。
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第 1

北 山 層 亜 炭 層 の 粉 分 析 結 果

表

花

4励クS   (ハ ンノキ属)
SttS   (ブ  ナ 属 )
0″″ι夕s  (ヵ  シ 属)
◎Sη″ο力   (セ コイャ類 )
◎ ra丼。″%物  (ス ィショウ属 )
Pi″″S   (マ  ツ 属 )
Piじι,  (ハ リモジ属)

4うルS   (モ  ミ 属)
Ts%F,   (ッ  ガ 属)
Ps¢珈肋ザs″g,(ト ガサフラ属)
説力ゆ ゲウS(コ ウヤマキ属)
◎O″″
'鱈
力α″オ,(コ ゥョウザン属)

Lゲ仰ケカ物う″ (ア  ゥ 属)
◎�焚Sp  (ニ ッサ属)
S,′力   (ヤ ナ ギ属)
W″クs  (ニ  レ 属)
P7″πα4ノ' (サ

フグルミ属)

デ物剪,″S    (ク アレ ミナ高)
多腸ουα  (ヶ ャ キ属)
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Rカクs

I■9"

A乾″

TゲJiα

Dttπ切¢ (シャクナゲ科)

(ウ ルシ属)

(ツ ゲ 属)

(カ エ デ属)

(シナノキ属)

傷
'脇
ワ″″
'万
予F"¢ (ヒ ノキ類)

Bガタカ   (ヵバノキ属)
◎L″ゲο
'効
力ο″ (ハンテンボク属)

◎ 現在日本群島から絶滅したアメリカ～中国的要素

軌 οd'第%sp(ツ ルンノブ属の一種)

Gリ ダ 体 サ幻 う
"Sゼ
%γ9クι%S HEER(グ リ プ ト ス ト ロ … ブ ス 属 の 一 種 )

レαクο力 o″ヵst79ク0カ)″″ηた,ENDO(セ コイヤ属の一種)

P彪%JOs2sα 少%夕少%夕,Sχ
"S MAKINO(ス

ズ ダ ケ)

4肋%s sp.(ハ ンノキ属の一種)

α 駒 効 吻 S Sp.(ク マ ン デ 属 の 一 種 )

e)化  石 木

北山層からの化石木はセコイヤを主としているが,島倉巳三郎博士鑑定*による化石木が次の

Ⅲ稲 井  豊  仙台附近新生代の層序に就て,矢部教授還歴記念論文集,第 1巻 ,p.363,1939,
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ように報告されている。

PIc¢り んη (PsP力リサS坐砕 )ブ″ ο崩銘 SHIMAKURA(MS)(ト ガサ ワ ラ属 の一 種 )

Rcttη乃
"sp(ハ

リモミ属の一種)

P肋 閉 り ′ο
"(DttJο

η ん %)cfr.Pa“ ″ KRAUSEL(マ ツ 属 の 一 種 )

G貌 ″ 体 サ知 うτrs cfr.ル η物 物 GoNWENTZ(グ リ ブ トス ロ ー ブ ス 属 の 一 種 )

勁 o誠o瑚 乃 η sゼσク0カηク切 (MERCKEL)GoTHAN(セ コ イ ヤ 属 の 一 種 )

A′吻 乃η sp.(ハ ンノキ属の一種)

0%効 励物 sp.(カ ン属の一種)
L″%尼肋肪α

「呻
乃%Sp.(フ ウ属の一種)
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